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喀痰培養による結核集團檢診の研究

(第1報)喀 疾培養成績 とツベルク リン

反磨陰性者 の菌排出について

鳥 取 市 民 病院
　ロ ム

荻 原 宏 治
t(lblの論文の要旨は第21回H本 結棲病学会に発表し 割箸

にてほぼ均等になる迄掩搾ナる。之を室温20

た・)・ ・ 分雄 後3 ,000廻 轍0頒 慰 沈澱 し、その沈渣
ゆ

第一 章 緒 雷 綱.片 飯 馳 に培養 した・..(
3)判 定 培養'3週 目より8-一一10週迄海週1

さきに岡 ・田村両氏(Dは 喀痩培養法による結核 画観察 し、肉眼で集落を認め、Zieh1.Gabbet氏 染

藥團穣診を行レ㌧ 外見上健康な者の中に本法によ 色法にて抗酸性桿菌を認あ妄 ものを蕩性と した

つてのみ発見 し得 る菌排泄者が存在し・夫等が結 が、疑わしい集落については更に抗煮沸試験篭普

核感染源として重要な役割を演じている事を指摘 通寒天への移殖等を行V、、非病原性抗酸性菌を除

した②。これより培養法による集團槍診が相次い 外 した。 旨 ・'

マ追試されたが(3)』(11)・著者 も昭和17年1月 より 第=節 菌検出成績

約11箇 胴 唖 牒 團体蹴1万1千 余るq鞭(・)全 体の槍膝 培灘 人員11・152人暢

培養を行 う機会 を得・そ..の際 ツ〈3ルク リン友慮 性者は151人 にて瞼出率は1.35%で ある。

(以下(ツJ反 磨と記す)陰 性者にして喀湊に結 ・(2う 増養法朋に見た検禺牽 ㌦初め5人 乃至10
核菌 を排出している興味ある例を発見 したゐで之 人の喀疫 を一組 としだ紐増養法にては4,988人 よ

等の概要を報告す多◎ 、 り陽性50組 を得たが1こ の中より陽性岩を槍幽

融
第二章騰 養成績 糠 描 欝 覇麹第 灘 鋤

3.

第一節 検診の封象並びに塔養方法 を得た。・
1(1)槍 診の対象 喀湊培養 を行 うに先立ち

、(3)「 ツ」反慮別に見た槍出率 「ツ」・反慮は

「ッ」反慮、赤血球沈降速度(以 下赤沈と記す)、1,δ00倍 「ツ」液にて24時 間発赤6mm以 下を陰

打聴診による診察を行い、疑めし暢 合に`硬 に 性とした。それによるef臥 培養法によりrッ」励

レンbゲ ン線(以 下 「レ」線と記す)朋 接撮影、 磨陽性脅3,567人 より97人(2.72%)、 「ツ」反

喀湊の塗抹槍査を行つて病的所見者を除外し、何 慮陰性者1,998人 より13人(0β5%)の 菌陽婬

れ も隊の訓練 と勤務に從事している外見上健康な 者を得た。 ボ'

男子で、年齢は21歳 より40歳 近 くの者である◎ 第三節 喀痩墳養による集團検診の考察 ・
¥(2)培 養方法 喀疾は起床直後滅菌 シヤー レ 從來発表 された喀湊増養による結核集團検診の 一

に喀出させ当日午前中に培養を行つた。初め「ツ」 成績を通魔するに特殊な揚合、例えば本邦で最高

反慮陰性者は10人、陽性者は5人 の喀褻 を一組 に の結核死亡峯を示す北陸地方K市 の単生(o)或は神

して一一度に培養 し、菌を槍禺した組を更に個人毎 戸細民街市民等(8)の成績 を除けば一般に2%前 後 、

に増養 したが(以 下 この培養法を組培養法と記 の槍昨率である。著者の得た成績は全体としては

す)、中途より全員の個人毎培養を行つ距。即ちシ1・35%で あるが個人培養のみ0-)成績は1・90%で,

ヤー レに採取 した喀痩の約1ccを 滅菌沈澱管に取 あつて、之は諸家の得た率とほぼ等 しいものであ∴

り、之に4%(容 量)硫 酸水約5倍 量を入れ・滅菌 る・除兵の如 く入隊時可成 り精撰 し・その後 も屡々

一"一一20_』
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精密な槍査を行って結核患者あ早期発見損お除に努

めている團体に於て此め様な成績を得た事は、喀

褻培養法は集團桧診の方法去しても優れた方法で

ある事 を示す ものである◎殊に集團生活者の瞼診

に際 しては開放性結核患者の発見に重点 を置かね

ばな・らぬが、斯かる際には増養法は欠くべか らざ

る方法である◎

組増i養法の検萬率0・68%を 個人培養法の1.90%

に比較すれば著しく低率である。この組培養法で

は一組の陽暁組より2人 或はそれ以上の陽性者を

見出す場合 もあるが、陽性組の個人培養が陰性に

驚 る揚合がかなわ多 く、多少経済的に有利な点が

あるが集團楡診の際 も個人増養法によるべきであ

る。

第 三章 「ツ」反億 陰性者 の菌排 出

100倍 液にて再瞼査した◎
ノ

(2)桧 査成績

人員2,788人 に対 し1人 の割である。

第==節 「ツ」反癒陰性者の菌排出例 ・

第1例 高木某、22歳 、原職洋服商◎

既往症は20歳 の時十二指腸虫症に罹患 した外

著患なく、家族歴iにも結核性疾患はない。

「ツ」反磨は入隊時弱陽性、入院時1,000倍 液に

て陰性、100倍 液にて中等度陽性を示し2箇 月後

より1,000騨 にて陽性となつたc胸 部 「レ」線
ノ

第1表 第1例 、高木某、「ツ」反鷹

∵ ミ ・4/・・7/皿125贋 ・6/W}・2/嘱・7/vr
1,… ×1(+)い{

15×5i・6× ・6122×23

第一節 菌陽性者の 「ツ」反磨

(1)槍 査方法 喀湊に結核菌 を証明した151

人中143人 を病院に入院せしめ改めそ 「ツ」反慮

を槍べた。液は傳染病研究所製1,000倍 液を使用

し、判定ほ2辮 聞後の発赤及び浸潤翻1定 し6㎜

以下を陰性、7--15mmを 弱陽性、16-L25mmを

申等度陽性、26zn拠 以上を強陽性とし、24時 聞陰

性のものは48時 聞随を採 り、th陰 性の 場合 は 、

些

陰性

弱陽性

申等度陽性

強陽性

4例

30例

77例

32例t

13P例

却ち喀疾に結核菌を証明しながら 「ツ」反慮陰性

D者4例 を発見 したが、これは初めの集團桧診の

第2表
＼ ＼ 町 ・4/

・{25/・123/∬

2i1ゆ00×{oii

掻!1CO刈{{一 一 一

赤 測 ・明} 　

徽 劇 鶴 曜 鵬

味 　　踊 一Tl

誹 胸部は呼吸晋が余般に微弱である外異常はない。

4月 初旬より微熱があり、6月27日 より発熱と

右胸痛を來 し肋膜試験穿刺並びに 「レ」線槍査に

1C・x{12i×2d2S×2ゲ28× 劉

像は左第4肋 腸に淡影を認め、喀痩結核菌は入院

後はすべて陰性で、赤沈 も正常値を示 した。

e本 例は一時的に 「ツ」反鷹が1jOOO倍 液で陰性

を示 し、不完全アレルギーと認むべきものである。

第2例 馬上川某、22歳 、原職仲仕。
け

既往症並びに家族歴に特記すべき愁のはない◎

入隊時喀疲組培養法によb結 核菌陽性、2月23

日個人培養陽性にて3月14日 入院。 ・

自覚症 入院1週 聞前 より早朝少量の喀痩があ

b、5月 初旬より漕失した。 一

現症並びに経過 体格 ・栄養共に申等、平熱、
夢

よ り右 漏性肋膜炎 を起 した事 を確 めた。e8月6日 .

白 血球数6,600、 そ の百分率 も正常値 を示 して い

る。入院後の 「ツ」 反慮 、赤沈、喀疾結核菌 、体

温 は第2表 に示 す。

第2劔 、上 川 某

旦 ・4/・{25/・123/∬1・7/H・ 陣1・6帥2/Vi29/Vl・7ハ1騙1・6/叫 ・8畑1・・騨4/X

・l

l}

い4.

i2×2:18×241i14岬 ・X18
　

・}・2x12:」 ・x多3

141・ ・

(一一)i(一)1

36.9i37.2

14・綱

}3q3/3鋼 副

8138「 曾・19・133185

9/3/i〈)10!(一)1(・ 一)

36・6137・9138・7}37・313'7・3136.8

一21
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「レ」線所見 ユ月10日(聞 接撮影)及 び3月

ユ9日 共に病的所見はない。6月t5日 右肺門陰影

並 びに右下肺野肺紋理檜強し、毛髪豫が著明とな

る◎7月4日 右横隔膜は挙上 し第5肋 骨に達し右

横隔膜肋膜炎の綾を呈し、8月5日 右第4肪 骨以

・下は濃厚なる陰影に蔽われ、第4肋 骨以上 もやや

曙 い。 ・.噺

本例は結核初感染後の所謂特発鋤 膜炎の発症

をその5箇 月前 より追及 し得た例であるが、1月

及び3月 に 「ツ」反慮陰性で胸部 「レ」線所見に

も病的所見は認められす、「ツ」反慮は4月 に100

倍液で弱陽性を示し、これは2月 に菌を証明 して

より53日 目、1月 の組培養 より勘定すれぱ81日

目である。6月 下旬に温性肋膜炎を起 したが之は

fッ 」反慮陽性韓化後72H目 、菌を証明してより

《 個人培養法により)125日 日である。

この例は 「ツ」反慮陽性韓化後肺門部陰影の増 .

強 していた右側に胸水が瀦溜し特発性肋膜炎の発

。 第3表

＼ 日

門

(→

 

、
ッ
」旛

一
赤

釜翻溜欝礁t挙鵬欝題
す揚合の 「ツ」反慮は陽性韓化後念に強陽性 を示

し、之が肋膜炎 を起す頃には一度減弱するとされ

ているが(12)(13)・此の例ではその様な関係は見 ら

れなかつた◎ へ

第3例 北本某、22歳 、原職小学校教員。

入除時喀湊組培養法により結核菌陽性、2月15
き

日個人増養陽性にて3月14目 入院。

既往症には13歳 の時外痔核に罹患 し定外著憲

な く、家族墜に竜特別の慕はないo

自覚症 入院数日前トより少量の咳蹴、喀痩があ

つたが5月 初旬には溝失した。

現症並びに経過 体格、栄養中等、入院中楽熱

に経過し、胸部は右前下部に少量の水泡書があつ 隆

たが入院後開 もなく清失 した。6月 中旬より右胸

に帯状旬行疹を生 じ、約10日 で治癒 した。「ツ」
ノ

反慮、その他の瞼査事項は第3表 に示す。'

第3例 、オビ本 某

一 期i21/1い5/川 ・η副

鞠 刈
…刈

測
結 核 劇

温1

4」

体

'

　

1月11日 聞接撮影にて所

い5/皿l

il

・7/副

oi

25/盟
〆

i

1!16/バ

P}

12/V

O

1

∫

17バ1

3×3

1

∫

3/獲
瞭

4×4

!l 1 0 1 Ol 0 i 8x12 1 18x18

{1 21
}一

2"1 2 1 5 t 10

;個鵬 性i ・1
壽

1 ←)i l (一} i 1 G.1

11 3胡 36.2 36.1: 36.3 i 36.8 1 36.8

胸部 「レ」線所見
撃

見 なく、3月19日 右肺門下極陰影増強 し右第5

肋闇に淡影がある。6月23日 右第5肋 聞の陰影

は拡大 して右肺門部陰影と蓮絡す◎

本例の 「ツ」反慮は δ月末陰性を示 し、2月 に

菌 を証明してよりこの最後の陰性までり期間は87

日である。6月 に至つて100倍 液で弱陽性 とな

り、2月 に菌を証明してよb123日 臼に陽性轄佑

している◎1,000倍 液では7月 初旬も尚陰性であ

・る。 、

第4例 人見某、23歳 ミ原職事務員。

既往症17歳 の4月 よわ12月 迄左肺尖炎に罹

患 したと言 う。●

家躍 兄 が肺結陳 て死亡している・

驚

6月 初旬より少量の喀褻があ り、同月中旬より

全身倦怠感 を訴えた。7月7日 喀疾増養により結

核菌陽性(集 落43個)に て8月7目 入院。

現症並びに経過 体格申等、栄養やや不良にて

顔面は軽度貧血性である。体溢37度2分 、胸部

は右前呼吸晋楕 よ粗裂なる外著変はない。、10月中

旬より白覚症溝失 し栄養恢復して12月下旬退院し
ノ

た。「ツ」反慮、赤沈等は第4表 に示す。

「レ」線所見は7月7日(聞 接撮影)及 び8月11

日共に病的所見を認めない◎

本例は入院時fツ 」反 慮100倍 液で陰性にて胸

部 「レ」線像 も著変 なく、11月 中旬に至って100'

倍液で陽性を示 した。之は7月 に菌を証明してよ

り134日 目である。患者は既往に左肺尖炎を経過

_22.__



449

＼==日
＼

芝
反
・ 瞳 」

1,000× ・

一 一一

100×

赤 沈

結 核 蚕

体 混

、

×

}一
沈

第4表

アハ丑10/鴨1

(L)5×51

32

菌 」43/・

241

37,3

第4例 、人 見 某

12/剛 ・5劃13/Pt

/l・

3×3圃13×3

、}

25L・ ・

}(一)1(一)

37,036.836 .6

・したと君 うが果 して結核性のものであつたか否か

》は不明で・恐 らく既往の疾患は非結核性の もので
・本年7月 結核初感染時微量の菌 を排出し

、その後
4箇 月孚後に 「ツ」反慮が陽韓 したものと考えら

れる。 ダ

第ミ節 「ツ」反鷹陰性者の菌排出に

ついての考察

陰性アネルギー患者の揚合は別として、「ツ」反

癒陰性者が菌を排幽する場合は不完全ア レルギ{一

とア レルギー前騒期の二つが考えられる。 陣者は

露 痩培養による集團槍診によつて発見 した菌陽性

者143人 中より不完全 アレルギー患者1例 とアレ

ルギー前騒期にある患者一3例を見出したが、第一

の 不完全 ア レルギー患者は 熊谷教授等(14)によれ

1抑 蹴 賭 の5-・ ・2cc」2ら轍 えて微 もの
ではないが、斯かる患者の中にも菌排出者が存在

する事 を知つた◎

ぎ 第二のアレルギー前騒期 に菌を排出ずるか否か

縁興味夢る問題で・結核初感染後比較的早期に徴

量の菌が喀湊或は血液中に証明され る事は熊谷教,

授並びにその門下生の研究によつて明らかにされ

ているが(13)(1の(ss)、ア レルギー前騒期に喀痩中に

菌を証明し左例は少 く(4×7)(8)、しか も10び倍「ラ」

液で陰性のもの は貝田助教授のの1例 のみである。

著者の得た3例 ほ初め100倍 液で陰性にてその後

何れも陽性韓化 し、ア レルギー前騙期に既に喀疫

中に菌を排出する揚合のある事を明 らかにした。

弐に之等のア レルギー前騒期の期間を見るに、

菌を証明してより(何 れも個人培養の白より)最

後 の陰性 「ツ」反慮の期間は夫 々31日 、87日 、

ユ04日 であ り、叉100倍 液で陽性 となつた 日迄の

期闘 は夫々53日 、123日 ♪134日 である。而 も

18/x'

3×3

ii7/x£ 「

L

/・ ・X・・

32' く

<一>1(一}

36・8い7・3

それ以前に結核菌の侵襲 を受けた筈で、4乃 至6

週と言われているアレルギー前騒購 も之よウ遙力、

に長い揚合の ある事を知 り得る,甜 譜

又 「ツ」液の濃度については1◎0倍 液を使用す

る事により1,000倍 液より約1箇 月或はそれ以上

ノ早く陽性薄化を知 り得る場合がある。

以上の如 くア レルギー前騒期に既に喀湊中に菌

を排出する者が存在 し、そのアレルギー前駆期も

從來考えられていたより遙かに長い揚合があ砂、

又初感染時の赤沈も必すしも促進せす(第2例 、

第3例)・ 「レ」線像 も正常のものがあ りぐ窮2例 、
"第4例
)・從つて喀疾培養による菌証明は 「ッ反

慮 ・赤沈、或は 「レ」線槍査より更に早期セ結核

の診断を決定 し得る場合がある。

第四章 結 論

1・ 某團体除兵1,1152人 の喀湊培養により151

人(135%)の 薄陽性者を槍出した・1

2・ 組培養法は個人培養法よの槍出率が著しく

低 く、集團槍診の際 も個人培養法によるべ きであ
、

る 。.
嘩

3・ 不 完全 ア の レギー・・-tr及び ア レルギー前騒期 に

喀湊 中に結 核菌 を排H{す る場合が ある。

4・ ア レル ギー前騒期 は從來 考え られ ているよ

り遙かに長い揚合 が ある◎

5・ 「ツ」液の100倍 液 を使 用する事 によ り1,000

倍 液 よ り約1箇 月或 はそれ以上早 く陽性韓化を知

り得 る場合 がある◎

欄筆するに臨み御校閲を賜つた慶大西野教授並びに御
ル 　

指 導 を賜 つ た石 田 教 授 、笹 本 博 士 に 深 謝 す ◇

、 文 献

1)岡 ・田村:結 核 、16;585-・586,昭13、

一一_23-一_.
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2)岡 ・石 川:結 核 、18:β76-・387 ,昭15.

3)高 橋 。丙 山:結 棲 、18;1098--1100,昭15.

4)石 川 ・外3氏:結 核 、18:487-497,昭15.

5)武 田 ・外7氏:結 援 、20: .15pa162,昭17。

6)武 田 ・外4氏:結 核 、20:319・-324 ,昭17.

7)貝 田=結 核 、19=843-8S4,昭16.

8)成 田 ・外2氏:結 核 、20:51-70,昭17、

9)大 里:H結 、3;65gn666,743-755,昭17.

10)菱 沼:軍 医 璽 雑 誌 、346:昭17.

11)矢 部;軍 医 團 雑 誌 、355:昭17・

12)金 井 ・外2氏:結 核 、18:685--712,昭15・

13)熊 谷:結 核 、17:787-808,昭14.

14)熊 谷 。申 村:日 結 、1:89-99,昭15・

15)岡:東 北 医 学 会維 誌 、25:2号 、昭14.

鴨 噌

亀(訂正)硝 夢

第24巻 第7・8合 併号196頁1・ 幅岡市に於ける結核の疫学的研究(編岡保健所城声春分生)に対す

る質問及追加≒して掲載した公衆衛生院轄 雄氏の質問並に重松逸踏氏の追加ほII.川崎市学校結撚

診成績(國 立療墾所浩風園永井勇氏)に対するものであb、從つて回答もII.に 対するものであります。

鋼 正申上げます・.1
,

一一2←}




